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1,緒言・研究背景
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過重労働による健康障害

出典：独立行政法人労働安全衛生総合研究所
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過重労働
長時間労働
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〇顧問となる教師の長時間労働の課題

〇専門的な指導ができないという課題

〇生徒にとって望ましいスポーツ環境を構築する課題

スポーツ庁の運動部活動に対する
ガイドライン
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ガイドラインの認知度

⇒認知度は高い

知っている
87％

知らない
5％

無回答

8％
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というガイドラインがある
が、

実際は・・・
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ガイドラインの内容を
中学校運動部活動がどう適応していくかについての課題
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教育指導・部活動顧問・雑務に追われ
労働時間の短縮が見込めない
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人材不足のため専門知識のある教諭が少なく
少人数で部活動をみることになる
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その結果・・・ 過重労働

人手不足
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人手不足が深刻化！！
人材不足解消が必要
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・少子高齢化
・人口減少
・地方

高知県では・・・
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2,研究の方法
結果及び考察
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第一次調査

• 目的：これまでの学生側からみた部活動の傾向と課題
を明らかにすること

• 日時：２０１８年７月２７日(金)～３１日(火)

• 対象：高知工科大学経済マネジメント学群に所属する
１～３年生（３４２人）

• 方法：アンケート調査



顧問の専門性の有無と生徒の満足度の
相関関係はなし
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結果

顧問の専門性の有無 部活への満足度
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という結果の不満足の意見の中でも・・・

➢顧問に専門知識がなく指導に不満足だった生徒の意見

• 具体的な指導を受けることができなかった。

• 練習効率が悪く、時間の使い方に不満があった。
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第二次調査
・目的：現職の中学校教諭で運動部顧問側からみた運動部活動の現状と課
題を探る
・日時：2018年8月3日（金）、8月27日（月）
・対象：高知県Ａ中学校の教諭（全校生徒115人、中山間地域）

高知県Ｂ中学校の教諭（全校生徒258人、中山間地域）
高知県Ｃ中学校の教諭（全校生徒585人、高知市内）
高知県Ｄ中学校の教諭（全校生徒192人、高知市内）

・方法：アンケート調査（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ中学校）
インタビュー調査（Ａ、Ｃ中学校）



4割近くの先生が専門知識を持っていない
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アンケート調査の結果

＜Ａ・Ｂ中学校＞ ＜Ｃ・Ｄ中学校＞

５６％

３７％

７％

６２％

３８％

はい

いいえ

顧問を受け持ったこ
とがない

はい

いいえ
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➢専門知識がなくて困難な点

・年間計画が立てれない
・技術指導
・実践的にお手本として見せられない

さらに…

大会時に適切な指示、試合の審判

アンケート調査の結果
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インタビュー調査の結果

連携

A中学校（中山間地域）

✧子供は地域の宝物✧
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C中学校（高知市内）

専門知識の有無は変わらないが……

連携が取れておらず
危機感が薄い‼
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考察
➢学生に対するアンケート調査

顧問に専門知識のない部活動に所属していた学生の満足度は

低くはない
しかし

技術指導が足りないと感じている

これを補うための労力が顧問の負担になっている
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運動部活動顧問へのアンケート調査

4割は専門知識がないことが明らかに‼

教諭本来の職務である学習指導

＋

部活動の顧問 これが過重労働に
繋がっている
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インタビュー調査

学校・地域・行政の連携

A中学校（中山間地域）

C中学校（高知市内）

学校・地域・行政の連携×

改善すべきなのは
中山間地域よりも

高知市内である‼
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3,提言
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CSP
～Club Support Project～

地域の大学生が中学校へ部活指導のサポート
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短期 長期

学校間交流
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①短期
②長期
③学校間交流

中学校大学
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CSP【Club Support Project】

〈短期〉

➢対象：中学生の大会運営補助

➢派遣期間：中学校からの依頼に応じて短期・長期

➢派遣対象：学生（専門競技の審判や指導の資格を有する学生）

➢報酬：原則あり（各関係競技の行政・連盟の補助などを想定）

➢方法 ①主催者側から大学へ依頼する

②大学が部活動の主務・マネージャーへ展開する

③学生が応募する
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CSP【Club Support Project】

〈長期〉

➢対象：中学校の日常の運動部活動

➢派遣期間：1年間（週1回程度、長期休暇中は週1回以上）

➢派遣対象：学生（運動部活動を3年以上してきた学生）

➢報酬：原則なし

➢方法：①市内の中学校の中で提携先中学校を選定する

②人材に関する要望をアンケート調査

③要望に沿った形でシラバスを作成・履修登録・単位認定
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CSP【Club Support Project】

年に1回、大学の運動部活動
のオフシーズンを利用

近隣の中学校部活動を受け入れる
（指導者や現役選手による専門知識を提供する場とし
て活用してもらう）

①運動部活動での受け入れ体制の構築
②市内の中学校への周知：提携先中学校を中心
に、競技連盟とも連携して周知する
③中学校側から、直接大学の運動部活動に依頼

➢効果・方法
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大学生が行う上でのメリット

・大学の宣伝 ・単位認定
・地域貢献
・教職課程取得中の学生の経験
・部活動顧問の負担軽減？⇒他の業務ができる

CSP【Club Support Project】

課題

・移動手段
・何か起きたときの対応
・単位認定
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期待される効果

CSP

・過重労働の緩和
・専門的な指導が可能
・より良いスポーツ環境の整備
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ご清聴ありがとうございました


